
このコーナーでは、子どもへの声かけや見守りなど、いじめ防止につながる取
り組みをしていただいている事業所や団体を紹介しています。

いじめ防止協力事業所
・

団体は随時募集中です
。

当社は土田に事務所を構えて20年を迎えました。測量・開発・土木
設計が主な事業ですが、地域の皆さまに支えられ今日に至っています。
事務所周りの道路は土田小学校の通学路となっているので、いじめ防

止協力事業所への参加を申し込みました。玄関にポスター・ステッカー
を貼ったりチラシを設置したりして、いじめ防止を呼び掛けています。
また、登下校時に元気な姿を見せてくれる子どもたちを見守っています。
これからの未来を担う大切な子どもたちが、健康で明るく伸び伸びと

育つような地域づくりのために、いじめで悩んでいる子どもたちが気楽
に玄関をのぞくことができるよう心掛けながら、この活動を続けていき
たいと思います。

●株式会社 大紘コンサルタント（土田）

問合先　子育て支援課

従業員の皆さん

大地震の発生が危惧される中、皆さんはどのような準備をしていますか。準備する物は、その家族構成など
によって変わってきます。特に支援を要する要配慮者（高齢者、乳幼児、妊婦など）は、一般的な物の他に必
要と思われるものを事前に準備する必要があります。
すぐに持ち出す物と備蓄しておくものを市ホームページの非常持出品・非常備蓄品リストで確認してみてく
ださい。次の点に気を付けながら家族で話し合ってみましょう。

【非常持出品】災害発生時に最初に持ち出すもの
・非常食や飲料水などは必要最少限とし、実際に背負ってみて歩ける重さにする
・家族全員に１つずつリュックサックを用意し、すぐに持ち出せる場所に備えておく
・安全に避難できるように履物を寝床の付近に用意する
【非常備蓄品】ライフラインなどが復旧するまでの数日間を支えるもの
・備蓄品は何箇所かに分散して取り出しやすいところに置いておく。また飲料水など
持ち運びが大変なものは玄関や物置などに置く
・食料や飲料水は１週間分以上を用意する（飲料水は１人当たり１日３ℓが目安）
・防災アルミシートなど夜間や季節に合わせた準備をする

今から1800万～1700万年前の可児地域には、湖が広がっていたことをご存
じですか？
平牧地区や帷子地区の丘陵部には、水の中や水辺に生息する動物や植物の化石
を含む地層が広がっており、貴重な化石がたくさん見つかっています。特に平牧
地区は、ゾウやサイ、ウマといった大型ほ乳類の化石が見つかったことで有名です。
その中でも注目されるのが、発見された地域の名前が付けられたヒラマキウマの
化石です。ヒラマキウマは現在のウマの祖先とされる動物で、その化石は東アジ
アでも最古級のものであり、ウマの進化の過程を考える上で重要な資料です。
他にも可児川の河川敷では、木の株が化石になったもの（化石株）や大型のほ
乳類の足跡の化石が大量に見つかりました。
大昔の可児は、たくさんの動物が生活しやすい、水や植物が豊富な地域であっ
たようです。そんな可児市には、眠っている化石がまだあるかもしれません。

平貝戸の化石株

ヒラマキウマの下あごの化石
（複製　可児郷土歴史館所蔵）

～化石から想像する大むかしの可児～

問合先　文化財課

Vol.61 わたしたちが子どもたちを見守りますわたしたちが子どもたちを見守ります
いじめを vol.29止防

Vol.25

問合先　防災安全課

↑
非常持出品・非常備蓄品
リストはこちら
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